
新型コロナ感染流⾏下の紀宝町⼤⾥地区タイムラインにかかる避難所開設・運営訓練
⽇ 時︓令和 2年 7⽉ 5⽇(⽇) 8:30〜12:30
会 場︓⼤⾥多⽬的集会施設（三重県南牟婁郡紀宝町）
主 催︓⼤⾥地区4⾃主防災会・紀宝町（後援︓紀南河川国道事務所）
アドバイザー︓東京⼤学⼤学院 客員教授松尾 ⼀郎 ⽒

伊勢⾚⼗字病院救命救急センター 医師 森本 真之介 ⽒
（災害派遣医療チームDMAT）

R2.7.5

－紀南河川国道事務所－

紀南河川国道事務所では、熊野川⽀川の相野⾕川沿川地域の地区タイムライン作成を⽀援し
ています。台⾵接近による地区タイムラインの運⽤前に、住⺠が⾃らの⽔害リスクを把握し、
コロナウイルス感染拡⼤防⽌として分散避難を考えるうえで役⽴つ「紀宝町リスクまるわかり
マップ」を作成しました。

今回、紀宝町⼤⾥地区の避難所開設・運営訓練に参加し、住⺠へマップの説明を⾏いました。

【問い合わせ先】 〒646-0003
国⼟交通省 近畿地⽅整備局 和歌⼭県⽥辺市中万呂142
紀南河川国道事務所 調査課 TEL 0739-22-4813

和歌⼭県
新宮市

三重県
紀宝町

⼤⾥多⽬的
集会施設

位 置 図

紀宝町リスクまるわかりマップ
浸⽔域や浸⽔深等の⽔害リスクを正確に把握し、フロー形式で
最適な分散避難の⽅法を確認できる、住⺠が分散避難を考える
際に役⽴つ情報を⼀枚にとりまとめたマップです。

マップは①想定最⼤規模、②H23紀伊半島⼤⽔害、
③計画規模の３種類あり、予想される24時間⾬量から
最も近いマップを選択して、浸⽔範囲を確認できます。

あなたのとるべき避難は︖
〜withコロナの時代に分散避難と⽔害を考える〜

マップの使い⽅
①24時間予測降⾬量から最も近いマップを選択。
②マップから浸⽔域や⾃宅の浸⽔深を確認し、フローに沿って

避難の要否を判断。
③避難所避難以外も含めた分散避難を検討。


